
投稿のすすめ>

カウンセリング研究」ではカウンセリング実践

の向上に貢献する論文を掲載します。奮ってご投

稿ください。特に次のような論文を期待します。

1. カウンセリングの理論や技法に関する論文

カウンセリングの理論や技法はまだ発展途上に

あります。特に，日本の文化に適合する理論や技

法は研究の余地が大いにあると思われます。また，

様々な理論や技法を統合するものへの関心が高ま

っていますが，この方面の研究も期待されており

ます。

2. カウンセリングによって援助する，人間の

行動や人格および発達上の問題に関する論文

カウンセリングを通して援助する実践活動や，

援助の対象となる個人や集団についての研究か

ら，人間の行動や人格および発達上の問題の側面

が明確になることがあります。カウンセリングの

実践者や研究者によるこれらの研究は意義の大き

いものです。

3. カウンセリングのサービスを実践するシス

テムやカウンセラーの制度に関する論文

日本の教育，産業，医療，福祉，矯正などの領

域において，カウンセリングのサービスの必要性

への認識は高まってきましたが，カウンセリング

論的基盤，尺度の信頼性と構成概念妥当性・内容

的妥当性・基準関連妥当性に関する研究に期待す

るところ大です。

5. ケース研究

上記の4点は，カウンセリング研究において報

告する内容の普遍性を強調するものです。しかし，

カウンセリングの実践には，その実践そのものの

ユニークさあるいは「事例性」とよぶべきものが

あります。それを，ケース研究という形でまとめ

ることにより，カウンセリングの研究に大きく貢

献します。そこでは，普遍性を求める研究では見

過ごされた，あるいは省略せざるを得なかったも

の（例：カウンセラーの人柄，カウンセラーとク

ライエントの関係の微妙な特徴）が表現できるか

らです。またケース研究でカウンセリングの実践

を報告しながら，同時にカウンセリングに関する

思い切った検討を加えることができます。言い換

えれば，ケース研究は事例性を強調することによ

る普遍性の追求かもしれません。

投稿上の留意点>

投稿される場合は次の点に留意してください。

1. 実証的論文の場合は，科学論文としての構

成，方法や手続きの厳密な記述，用いた方法や手

のサービスをどのように制度化していけばよいの

かについては十分に明確になっていないのが実状

です。サービスのシステムやカウンセラーの制度

（研修，資格，勤務態勢），そしてサービスの導入

と実践に関する問題などについての研究は，社会

的なニーズが大きいといえます。

4. カウンセリングについての研究に用いる，

尺度，検査の開発と信頼性・妥当性に関する研究

日本のカウンセリング研究の一つの限界は，研

究上使用する尺度が欧米の尺度の（日本での標準

化を経ていない）翻訳であったり，研究者が一つ

の研究のために作成した（信頼性や妥当性の検討

が十分でない）尺度であることが多いことです。

尺度や検査について，測定しようとする概念の理

続きの厳密な記述，用いた方法や手続きの信頼性

と妥当性の検討，結果の客観的分析，考察におけ

る関連研究との照合や統合，手続きやサンプルの

特殊性や限界などに留意してください。

2. 実証的データを伴わない理論的研究や制度

に関する論文の場合は，自分の説の一方的な陳述

に偏ることのないように，自分の説を支持する理

論的基盤や今までの研究成果，カウンセリングの

実践，関連研究などを含めて，論文を作成してく

ださい。

3. ケース研究などケースに関する記述を含む

論文の場合は，クライエントのプライバシー保護

には倫理的，法的な観点から十分に責任をもって

配慮してください。

本誌の配布について

1. カウンセリング研究」(Japanese Journal of
 

Counseling Science)は，日本カウンセリング学

会の機関誌で，年に4回発行されます。会員には

無料で配布されます。

2. 本学会への入会申し込み，ならびに学会に関する

お問い合わせは，学会事務局(〒112-0012東京都

文京区大塚3-29-1 筑波大学教育研究科田上研

究室内 電話 03-3942-6833)宛にお願いします。

3. 本学会会員以外の方でもご購入できます。何巻何

号と明記して学会事務局までお問い合わせくだ

さい。

4. 投稿，編集，出版など本誌についてのお問い合わ

せは，(有)学術新報社内 カウンセリング研究」

編集部 (電話03-3816-3991，Fax 03-3816-3992，

E-mail：counsel＠academic-j.co.jp)宛にお願い

します。

カウンセリング研究 Vol. 39  No. 3 2006 280

― ―108


